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ドラ先生の独り言　はじめに

はじめに

　昭和55年3月に新潟大学医学部を卒業して以来、“大

学で腎臓病の研究をする”との考えできた私が、大学を

辞して個人医院を開くことにした理由はいくつか挙げら

れます。

　まず第一に、平成7年4月に福井医科大学（現：福井大

学医学部）に転任してから後の単身赴任生活8年間に2人

の息子と妻に対して父親あるいは夫としての責務を十分

果たしてきたかとの反省であり、まだ、これからでもそ

の責務を果たすのには遅くないとの思いでした。次い

で、国立大学の独立行政法人化の問題も含め、今後の日

本の社会（大学）の動向を考えたとき、自分の能力を十

分出し切った人生として、後悔しないのかとの自問自答

の結論と、文部科学省の方針に従って大学生活を送るこ

ドラ先生の独り言
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とに対する疑問でした。しかし、最大の理由は、日本人

男性の平均寿命が私達の世代では、約80歳前半になる予

測があり、定年で大学を辞した後、約20～30年間を社会

的使命を担いながら、生き甲斐を持ちつつ、自己責任の

もと一生医師として行くことができる状況を築くことが

重要と“悟りをひらいた”結果です。

　現在32名のスタッフが医療業務をこなしていますが、

経営者になって初めて、雇用される立場と雇用する立場

の違いを理解することができました。今までは、研修

医、大学病院の医員・文部（科学）省教官（助手・助教

授）・学校医、出張病院の勤務医あるいはアルバイト先

のパート医として雇用される側の気持ちや都合しか分か

りませんでしたが、開院して初めて雇用者側の意識を実

感しています。少なくとも、この違いが体験できただけ

でも、開院した価値があると思っています。

　大学での研究生活をしていた時は、自分の研究成果を

一流の医学雑誌に載せることで自らの研究の価値を知る

ことができました。また、そのことは、無言ではありま

すが、周囲の批判に対する学問的な反論と考えていまし
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た。しかし、個人医院を開いてからは、診療・医院の経

営・介護保険の審査委員・学校医・医師会業務そして学

会出張など仕事に追われて、自分自身を客観的に見つめ

る時間が取れなくなり、さらに、院長という立場から批

判・忠告・アドバイスなどが直接的に耳に入らないよう

になりました。このような状況の中で、つねに自分を省

みる気持ちを持ち続けるために、開院からちょうど10年

を経過した頃から、医療を含めた社会情勢の趨勢や身の

回りで起こることに対する考え方や思いを発信し世に問

うことにより、自分の立ち位置を確認したい気持ちに駆

られるようになりました。

　町医者として日常の診療の中で感じたことや疑問に思

うこと、さらには周囲で起こる様々な出来事について独

り言をつぶやきます。どうぞ、ご自身の感性で一瞬でも

感動や共鳴を感じていただければ、この本を著した意義

が示されて望外の喜びです。

　　　　　平成27年春　夜間透析診療中の医局にて
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追記：

　“ドラ”は学生時代からのニックネームでしたが、同

級生同士で麻雀を覚えた当初、ドラが7つもつくことが

頻回にあったためドラエモンと命名されたのが由来で

す。大学の医局へ入局後も、どういう経路で伝わったの

か今でも不明ですが、先輩医師と同期から“ドラ”、

“ドラちゃん”、“ドラエモン”そして病棟看護師（当

時は看護婦）の皆さんからは“ドラ先生”と親しみを込

めて呼ばれることがありました。
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続・ドラ先生の独り言　はじめに

はじめに

　平成14年11月から大学医学部を辞して個人クリニック

を開院することになり、地域医療や医院の経営などに忙

殺されてきました。そのため、医療を含めた社会情勢の

趨勢や身の回りで起こることに対する考え方や思いを発

信し世に問うことにより、自分の立ち位置を確認したい

気持ちに駆られるようになり、平成27年に「ドラ先生の

独り言」を出版しました。

　その後も、折に触れて心に感じることがあると、エッ

セイとして書き溜めてきました。既に書き終えた文章の

内容をいくつも読み続けていくうちに、自分は“なぜ、

このようなエッセイを書いているのか？”との疑問が湧

いてきました。

　私は、開院してからは朝の診療開始前にシャワーを浴

続・
ドラ先生の独り言
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びることが習慣となっていますが、シャワーを浴びてい

る間は、無心の状態になることがあり、突然に頭の中に

漠然とした考えが閃くことがあります。先日、朝のシャ

ワーを浴びていた最中に、“自分がエッセイを書き続け

ている理由は、自分探しをしているのでは”との考えが

浮かびました。

　自分の書いた様々なテーマの文章の内容を詳細に読ん

でみていくと、自分の考え方、物事の捉え方、感性を感

じることに、改めて気付かされました。

　“続・ドラ先生の独り言”は、ある意味「自分は何者

なのか」あるいは「自分はこういう考え方をする人間な

のか」に対する答えを求めた、“自分探しの旅”なのか

もしれません。

　どうぞ、ご自身の感性で一瞬でも感動や共鳴を感じて

いただければ、この本を著した意義が示されて望外の喜

びです。

　　　　　平成30年秋　夜間透析診療中の医局にて
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人生・生き方についての独り言

マティーニの思い出

　数年前から12月になると、レストランの評価を星の数

で表すことで知られているミシュランガイドが出版され

るのを楽しみにしています。観光地を案内するものは緑

色の装丁ですが、レストランガイドは装丁が赤色である

ことからレッド・ミシュランと呼ばれて区別されていま

す。

　日本でも美味しいレストラン、飲食店、そして最近で

はラーメン店までを紹介するミシュランガイドの評価

は、世界共通であり、以下の5つの評価基準に基づいて

行われます。

①　素材の質

②　調理技術の高さと味付けの完成度

③　独創性

④　コストパフォーマンス
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マティーニの思い出

⑤　常に安定した料理全体の一貫性

これらの評価基準により与えられる星の意味とは、

三つ星：そのために旅行する価値のある卓越した料理

二つ星：遠回りしてでも訪れる価値のある素晴らしい

	 　 料理

一つ星：そのカテゴリーで特においしい料理

と、ミシュランガイドに記載されています。

　私も美味しい料理を食べるのが大好きな一人で、学会

などの出張の際には、予め予約を取って、星のついた店

を訪れるようにしています。多くのレストランは2ヶ月

前から予約の受付をします。ある時、三つ星のある店を

予約しようと予約開始日に規定の受付時間に電話をして

も繋がらず、夕方まで10回も電話をしてようやく繋がっ

たと思ったら、「申し訳ありませんが、当日の席は、予

約でいっぱいでご用意できません」と断られることがあ

りました。その後も、出張の予定が決まると、予約受付

の開始日の開始時間に合わせて電話をかけることを数

回するも、「ツー、ツー、ツー」と1日中、話中で繋が

らない三つ星の人気店には参りました。逆に、「そんな
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“大衆的”な店は、こちらのほうがごめん蒙ります！」

の心境になります。

　一方、「ミシュランガイドの評価は正しいのか？」と

疑問に思うことがあります。一部の料理評論家をはじ

め、元東京都知事であった石原慎太郎さんもスポーツ紙

でその評価を酷評したことがありました。また、老舗の

有名店では「一見さんお断り」、あるいは狭い店舗では

「常連客への影響」などの理由から、ミシュランガイド

への掲載を受諾しない店も多くあると耳にすることもあ

ります。そのため、私はミシュランガイドを読む際に、

いくつかの批判を心に留めて、それぞれの店の評価を受

け止めることが大切と思います。

　ところで、飲食に関する忘れられない思い出がありま

す。今から30年以上前、大学の医学部を卒業して前期研

修医を終了した頃、先輩医師に連れて行かれたバーがあ

りました。新潟市の古町にあった「舶来居酒屋　和田」

というBARで、落ち着いた雰囲気が気に入って、よく

通うようになりました。お店に行くと、マスターの和田

さんと和服のとても似合う凛とした雰囲気の奥様が、暖


